▶タイトル
【実話】騒音問題の末路・・・ピアノを弾けばあなたは〇ぬ【ピアノ殺人事件】


▶主な登場人物
・大浜松三：（４６歳・男性・階下の生活音に不満を感じ殺人事件を起こす）
Lイメージ：https://d.kuku.lu/e5c4e84dee
・大浜ナレ：（解説のナレーション）

・被害者母：（３５歳・女性・二人の娘の母親）
Lイメージ：https://d.kuku.lu/a0a487d883（少し老けさせて）


・被害者娘１：（１３歳・女性・ピアノの騒音で事件に発展する）
Lイメージ：https://d.kuku.lu/a0a487d883


・被害者娘２：（９歳・女性）
Lイメージ：https://d.kuku.lu/396f1a8600

▶構成説明
名前：吹き出しのセリフ
ナレ：四角枠での中の解説セリフ
（XXXXX）：心の声
♪：効果音
～X～：時間経過や場所移動の説明
※：その他、補足説明
数字【】：XXX/XXX：コマ数と、柱（場所・時間）の説明。
　　　　　　　　　『/』があるものは半コマずつでお願いします。
ーーー：半コマの区切り
＞XXX：ト書き
フラッシュ：瞬間的な回想説明　フラッシュバック

ーーーーー以下、シナリオーーーーー
1【地図上で神奈川県をハイライト　殺人事件のフレーズを強調】
大浜ナレ：1974年８月２８日
　　　　　神奈川県のとある県営住宅である事件が起きた

　　　　　それは『殺人事件』
　　　　　ピアノ騒音殺人事件と呼称される本事件は、社会に大きな影響を与え
　　　　　騒音問題をクローズアップする形になった

　　　　　今回はそんな事件の全貌を明かしていこう・・・

2【物音で目を覚ます大浜　ひどくけだるげな表情】
♪ピアノや日曜大工の音
大浜松三：「また、下の階の音だ・・・」

大浜ナレ：俺の名は大浜松三（仮）　４６歳
　　　　　現在無職、生活もぎりぎり
　　
　　　　　おまけに俺に日は、他の悩みがある
　　　　　それは・・・


3【周囲の音に耳をふさぐ大浜】
♪ちゅんちゅん

大浜松三：「うるさい」

♪主婦や子供の話し声

大浜松三：「うるさい！」

♪周囲の生活音
大浜松三：「うるさい！！！」

大浜ナレ：俺は神経過敏で特に音に対して敏感すぎる


4【回想　子供時代から大人へ】
大浜ナレ：幼少の頃は活発な男の子だったが、小学生のころ勉強に対する劣等感から
　　　　　内向的で暗い性格へと変わっていった

　　　　　戦時中、俺は若干１７のころ
　　　　　軍の製品を作る工場に勤務しており、両親とは音信不通の生活

　　　　　その後は国鉄の職員として働くが、当時のめりこんでいた競輪に金をつぎ込み
　　　　　職場の金を横領　結果、懲役３年をくらい国鉄は退職を余儀なくされた

5【暗いイメージ　隣人との喧嘩の様子】
大浜ナレ：その後はもう暗い人生だ
　　　　　何度か転職もした　
　　　　　そんな生活をして数年、隣人とのトラブルで
　　　　「ステレオの音がうるさい」口論にその時から俺は
　　　　　音に対して非常に敏感になっていった

6【団地へ引っ越してくる大浜と被害者一家　被害者一家をにらむ大浜】
大浜ナレ：その後は結婚し、神奈川の県営住宅に引っ越してきた
　　　　　そして、俺たちが越してきた数週間後に
　　　　　下の階に引っ越してきた一家が問題だった

　　　　　入居のあいさつもしてこない無作法な一家で、入居間もなく日曜大工を
　　　　　始めたこれが本当にうるさかった



7【被害者宅の扉前　怒鳴る大浜　困惑して謝る母】
大浜松三：「すいません！ちょっといいですか！？」

被害者母：「何でしょう？」

大浜松三：「金槌の音とピアノの音がうるさいんだよ！
　　　　　　あんたらだけが住んでるんじゃないんだから、
　　　　　　もっと静かにいしてもらえないかな！？」

被害者母：「わ、分かりました
　　　　　　気を付けます・・・」

8【部屋で癇癪を起している大浜】
大浜ナレ：しかし、騒音はやまなかった
　　　　　それどころか、軒先で出会っても挨拶も返さなくなった

大浜松三：「なんだよ、俺への当てつけか！？
　　　　　　嫌がらせのつもりか！？」

9【ヤバいやつの表情　人殺しの目つき】
大浜ナレ：俺はそう思い込む様になってしまい、いつからかこの騒音が続くなら
　　　　　いっそ、殺してしまおうと思うようになっていった・・・

10【部屋のものを壊す大浜】
大浜ナレ：当時は、持病の片頭痛が頻発して、全てにおいてイライラしていた
　　　　　自暴自棄になっており、妻に八つ当たりしてしまうこともあった
　　　　　そんな凶暴性が今回の事件の引き金になってしまったのかもしれない

11【血走った目でナイフを見つめる大浜】
大浜ナレ：俺は一家殺害の事を考えていた

大浜松三：「まず、親のしつけが悪いんだ・・・
　　　　　　親から殺そう」

大浜ナレ：そう思い準備を進めていた　そして機会をうかがっていた
　　　　　

12【ピアノの音で目覚める大浜　旦那が家を出るのを確認する大浜】
大浜ナレ：そしてある日、俺はピアノの音で目が覚めた
　　　　　もう、我慢できなかった　
　　　　　早朝のピアノの音で何かが切れてしまった俺は殺人を決行することにした

　　　　　まずは、旦那が仕事に行く時間をみはからう

大浜松三：「良し、いったな」


　　　　　

13【母親が家から出るのを確認　部屋へ侵入する】
大浜ナレ：つぎに、母親が家から出たのを確認
　　　　　そして、部屋に入る
　　　　　最初にやることは、電話線を切ること　
　　　　　これで、警察への通報が遅れる

14【殺害の様子　だいぶぼかして描いてください】
大浜ナレ：そして、ピアノを弾く娘の背後から近寄り刺殺
　　　　　それを見ていたもう一人の娘を持っていた布で絞殺
　　　　　そして、帰ってきた母親の首に刃物を突き立てて刺殺

　　　　　わずか３０分の出来事だった

15【狂気の目で一言　その後慌てて逃げ出す】
大浜松三：「は、ははは」
　　　　　「迷惑をかけてたんだ、すみませんの一言くらい言えよ」

大浜ナレ：その時は謎の達成感があったが、すぐに恐ろしくなり部屋へ戻り
　　　　　殺人に使った道具をリュックに入れてバイクで逃げ出した

　　　　　その後、バイクは乗り捨ててタクシーで移動
　　　　　移動した先で凶器を隠した
　　　　　その後は群馬まで移動し、野宿した

16【警察署の様子→警察へ出向く大浜】
大浜ナレ：同時刻、警察への通報で捜査はスタート　　
　　　　　２００人態勢での操作を開始した
　
　　　　　そして、逃走から３日後　　　俺は東京平塚所へ出頭した
　　　　　逃げられないことが分かっていたからか、罪悪感からか
　　　　　俺にもわからなかったが、自然と足が動いていた

17【３シーンに分けて聴取のシーン】
大浜松三：「旦那に襲われると思い怖くて・・・」
　　　　　「朝、ピアノの音が聞こえてカッとなって」
　　　　　「被害者には申し訳ないと思っている・・・」

大浜ナレ：取り調べには俺の感じた感情をすべて話した
　　　　　自責の念、強迫観念、自身の精神衰弱など全てを打ち明けた

18【裁判所での様子】
大浜ナレ：そして審判の時

裁判長：「被告人は事件当時、心身衰弱状態だった点は認められず
　　　　　極めて悪質な事件としてみなす
　　　　　よって、死刑を宣告する」

大浜ナレ：全８回の公判で私は死刑を宣告された
　　　　　情状酌量の余地はなく、精神鑑定の結果も無意味だった

　　　　　
19【刑務所で天井を見上げている】
大浜ナレ：そして、あの裁判から４２年　俺は東京拘置所に収監されている
　　　　　現在は９１歳　外の世界では平成が令和に変わったとか

　　　　　俺は平成も知らずにこの塀の中で過ごしている
　　　　「早く死刑になりたい」と望んでいるが４２年間行われていない
　　　　　これでは、先に衰弱死してしまうな

20【テロップ】

大浜松三は現在も東京拘置所で存命
日本最高齢の死刑囚としていまだに獄中での暮らしをしている
この事件をきっかけに社会全体の騒音問題が注目されるようになり、世間に事件性と共に大きな反響を与えた

現代でなら考えられないような事件
もしかしたら、彼もまた時代の被害者だったのかもしれません

※この話は事実をもとに作られています
